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要旨 

日本の医療や看護教育を取り巻く環境は、社会のニーズを受けて大きく変化し、デジタルトランスフ

ォーメーションの技術の活用は必要不可欠になっている。特に、新型コロナウイルス感染拡大以降その

進展は加速化している。新しい技術を使うだけでなく教育方法や指導そのものを改革するという新たな

取り組みのなかで「看護のこころ」をどのように伝えるのか。新しい時代を担う看護師を育成するため

にできることは何かについて考える。 

 

Ⅰ．はじめに 

 日本の総人口は 2008 年をピークに減少に転じ、

年々減少幅も拡大している。一方で高齢化率は増

加の一途をたどり、団塊の世代が 75 歳以上の後

期高齢者となる 2025 年について、厚生労働省で

は「2025 年問題」として、社会保険費の負担増や

労働力不足、医療人材不足を挙げ、その課題解決

ための医療ＤＸを推進している（厚生労働省、

2022）。同様に、経済産業省では 2018 年に公開し

た「DX レポート」で「2025 年の崖」を提唱し、デ

ジタルトランスフォーメーションが進まないこと

による経済損失について発表した（経済産業省、

2018）。 

 科学技術については、1995 年に制定された科学

技術基本法に基づき、科学技術基本計画が 5年ご

とに策定され、第 5 期科学技術基本計画（内閣府、

2016）において、我が国が目指すべき未来社会の

姿として Society5.0 が提唱された。Society5.0

と は 、 狩 猟 社 会 (Society1.0) 、 農 耕 社 会

 
1）帝京平成大学 Teikyo Heisei University 

(Society2.0)、工業社会(Society3.0)、情報社会

(Society4.0）に続く新たな社会で、サイバー空間

とフィジカル空間を高度に融合させたシステムに

より経済発展と社会的課題の解決を両立する人間

中心の社会とされている。さらに 2021 年 3 月に

閣議決定された第 6 次科学技術・イノベーション

基本計画（内閣府、2021）では新型コロナウイル

ス感染症の拡大も加味し、Society5.0 の基本的な

考え方が示された。 

医療や看護教育を取り巻く環境は、社会のニー

ズを受けて大きく変化し、デジタルトランスフォ

ーメーションの技術の活用は必要不可欠となって

いる。そこで、新しい時代を担う看護師を育成す

るために我々ができることは何であるのかを改め

て考えたい。 

 

Ⅱ．デジタルトランスフォーメーションについて 

デジタルトランスフォーメーション(Digital 

Transformation: DX）とは、ICT (Information and 
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Communication Technology)の浸透が人々の生活

をあらゆる面でより良い方向に変化させることと

2004年に定義されている(Eric Stolterman、2004)。

日本においては 2018 年 12 月に経済産業省が公表

した「DX 推進ガイドライン」において定義され、

積極的に使用されるようになった。たとえば教育

DX は、デジタル技術やデータを活用して、教育の

在り方や教職員の業務などを変革する取り組み、

医療 DX は、保健・医療・介護の各段階において発

生する情報やデータを活用して、より良質な医療

やケアを受けられるように社会や生活の形を変え

ること（厚生労働省、2022）とするなど、各分野

で DX の定義が示された。 

 教育現場では、2019 年全国一律の ICT 環境整備

のための補正予算が組まれ、小・中・高では「GIGA

スクール構想」のもと教育 ICT 環境の実現に向け

た動きが活発化した。GIGA スクール構想とは、全

国の児童・生徒 1 人に 1 台のコンピューターと高

速ネットワークを整備する文部科学省の取り組み

で当初 5 年かけて整備するところであった(文部

科学省、2019)。しかし、新型コロナウイルスの感

染拡大により学校の休校が相次いだこと、パンデ

ミックの収束が不透明であったことから教育の中

断を回避するために GIGA スクール構想が前倒し

で整備された。その結果 2021 年 4 月より 1 人 1台

端末が配置され新しい学びのスタートとして

「GIGA スクール元年」が始まり、さらに、GIGA ス

クール構想の次なる展開(教育 DX)へと続き現在

に至っている(文部科学省、2021a)。 

 

Ⅲ．看護教育における DX 

 新型コロナウイルスの感染拡大は、看護教育に

おいても ICT 化を促進することとなり、多くの養

成施設で、オンラインやオンデマンドでの講義や

演習のために急遽設備を整えたり、教授方法の工

夫をせざるを得なくなったりしたことは記憶に新

しい。さらに、多くの医療人材養成課程の学生等

の臨地実習が中止または縮小するなどしたことか

ら、再び新興・再興感染症が流行した場合であっ

ても、実践的で質の高い教育が行えるようにと国

は、「ウイズコロナ時代の新たな医療に対応できる

医療人材養成事業」を創出し、パンデミックによ

って補完的に実施されていたオンライン教育やシ

ミュレーション教育を DX の技術を活用して大幅

に向上させ、パンデミック以前の水準以上の実践

的な教育プランを構築し、即戦力となり得る高度

な人材の継続的な養成を求めた(文部科学省、

2021b)。このことにより、看護教育における教育

DX はさらに加速化を増すことになった。そこで、

日本看護系大学協議会は、看護教育における DX に

ついて「デジタル技術を活用し、看護学における

講義や演習および実習を変革すること」と定義（日

本看護系大学協議会，2021）し、さまざまな情報

発信を行っている。 

 看護教育の DX 化の取り組みの具体例としては、

以下のことが挙げられる。 

・ 電子教科書による授業展開 

・ 学習支援システム(Learning Management 

System: LMS)を用いた講義資料の電子配布 

・ 講義の録画映像を視聴するオンデマンド授業 

・ 高機能シミュレータ等を用いたシミュレーシ

ョン教育 

・ 臨床現場の ICT 化（電子カルテ）に準じた教

育実現のための臨地実習支援システムの導入 

・ 仮想現実(virtual reality: VR)を用いた患

者模擬体験 

・ 拡張現実(augment reality: AR)や複合現実

(mixed reality: MR)を用いた技術習得 

 

電子教科書は 2014 年に発売されたが、日本看護

学校協議会に加入している養成施設の 85%は導入

しているとされる報告（日本看護学校協議会,2024）

はあるが、大学での導入率に関するデータは見当

たらない。また、日本看護系大学協議会が実施し

た「看護教育の DX 化に向けた実態調査」(2023)に

よると AR/VR/MR の活用状況に関しては、「講義、

技術演習、シミュレーションで活用」「フィジカル

アセスメント、ヘルスアセスメントで活用」「患者

体験」「コミュニケーショントレーニング」「VR ゴ

ーグルなどによる動画視聴」「実習、実習前中後の
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学内演習で活用」など、さまざまな場面で活用さ

れていることがわかるが、件数に関しては明確で

はないことと、これらデジタル技術の多くは、看

護業務における診療の補助技術の経験や習得のた

めに活用されていることが多いと言える。 

さらに同調査では、「看護教育の DX 化には賛成

である」と多くの回答が得られているなか、「基盤・

モノ・カネ・ヒトが整っていない」「DX というこ

とばだけが一人歩きしている」「コロナ禍の中無批

判のまま DX 化が急激に進んだことに危機感をも

つ」「DX 活用による弊害も理解すべきである」「テ

クノロジー哲学や倫理観の教育が必要」「デジタル

とアナログがうまく融合できるとよい」など、課

題や期待についても報告されている。 

 

Ⅳ．DX と看護のこころ 

 看護は五感を使って観察するとよく言う。五感

とは言うまでもなく。「視覚」「聴覚」「触覚」「嗅

覚」「味覚」である。看護教育では、看護の対象で

ある人や環境という現実を、これら五感を使って

観察することの大切さを伝えてきた。デジタル技

術を活用し、講義、演習や実習を変革するという

ことで、これまで以上に仮想現実や仮想空間とい

ったツールの活用も増えると考える。五感のなか

で、「視覚」「聴覚」については、VR ヘッドマウン

トディスプレイによってすでにデジタル化され、

比較的身近であろう。触覚はハプティクス術、嗅

覚や味覚は嗅覚ディスプレイ、味覚ディスプレイ

などがありすでにデジタル化されつつあるがまだ

用途は限定的であり看護教育にとっては遠い存在

と言える。 

 ナイチンゲール(1859)は、看護師にとって観察

することはとても重要であり、すばやい確かな観

察する技術が習慣化されていなければ献身的であ

っても意味がないと言っている。目に見える明確

な事象を観察することに関しては、デジタル技術

を使うことにより経験を積み重ねることができ、

加えて実際に経験することが難しい事象の観察を

することが可能である。 

ベナー(2010)は、看護学生にとって不快だと思

う感覚を看護師として一般的なものとして解釈す

るためには五感の再形成が必要であり、感覚の再

訓練は患者のアセスメントにとても重要であるこ

と、さらに感覚的なものに関する学生の反応に注

意を払うことによって、五感を再訓練する方法や、

五感をアセスメントに活用することを学生に伝え

ることができると述べている。単一のものであれ

ば、感覚もデジタル技術での再現が可能であると

考えるが、複雑な感覚の組合せが必要な場合は、

リアルな体験が必要であると考える。 

前述のベナーの著書(2010)「第 4 部倫理的想像

力を育てる」の冒頭に以下の文章がある。 

 

私たちは、（患者の）人生のほんとうにとても重

要な瞬間にかかわります。特に、私たちの多くは

（私たちがかかわる人々より）若いため、ほとんど

がそのような経験をしたことがありません。その

ような私たちが、余命 2～3 週間と宣告された人

～中略～まさにその診断名を知らされた人と、突

然、同じ部屋にいるという状況におかれるのです。

その場に立って共にそのような経験をすることに

よって、私たちは突然、その人たちと非常に親密

な関係におかれてしまう…その人たちがそのよう

な経験をするときに、私たちもその瞬間を共にす

るのです。 

 

 これは、患者が体験している感情や感覚は、患

者と時間と空間を共有しその中に身をおくことで

わかるものであること、さらに患者の臭いや息遣

いを体験することで、患者に寄り添うことや看護

のこころというものが育まれていくことを語って

いるのではないだろうか。そして、この体験や経

験は VR や MR 等のデジタル技術を駆使しても再現

は難しく、リアルでなければ伝えられないもので

はないかと考える。 

 

Ⅴ．おわりに 

 教育 DX や医療 DX の流れの中で、看護実践力育

成にはデジタル技術の活用が必須となっている。

デジタル技術を活用することで伝えられる看護の
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スキル、デジタル技術の活用では伝えられない看

護のスキルの見極めが必要であると言える。 

 本稿は、第 18 回看護教育研究学会学術集会で

講演した、―デジタルトランスフォーメーション

と看護のこころ―の内容の一部に加筆・修正した

ものである。 
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